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復習問題

まず，次のキーワードについて復習せよ．

� 集合，部分集合，全体集合，補集合，共通部分，和集合
� 試行，標本空間，事象，確率，和事象，積事象，余事象，条件付き確率，事象の独立
� 確率変数，確率分布，平均，期待値，分散，標準偏差，独立な確率変数
� 二項分布，二項分布の期待値，分散，標準偏差

1 1から 100までの整数のうち， 2の倍数全体の集合を A， 3の倍数全体の集合を B， 5の倍数全体の集合
を C とするとき，次の集合の要素の個数を求めよ．
a) A \ B b) .A \ B/ [ C

2 数直線上の集合 A D fx j 3 � x � ag， B D fx j 5 < x < 8gについて次の問に答えよ．ただし， a は 3よ
り大きい定数とする．

a) A \ B D � となるような aの範囲を求めよ．
b) A \ B が整数を 1つだけ含むような aの範囲を求めよ．
c) A � B となるような aの範囲を求めよ．

3 さいころを 2回続けて投げるという試行において，最初に出た目の数が a で，２回目に出た目の数が b で
あるという結果を記号 .a; b/で表すことにする．

a) この試行の標本空間 U の要素の個数はいくつであるか．
b) この試行において，事象は全部でいくつあるか．
c) この試行において，「出た目の積が 20以上である」という事象を Aとする． Aを外延的記法（要素をすべ
て並べて表す表し方）によって表せ．

d) この試行において，「出た目の数の少なくとも一方は奇数である」という事象を B とする． B の要素の個
数はいくつであるか．

e) この試行において，すべての結果のが起こる確率は等しいと仮定するとき，条件付き確率 PA.B/ を求め
よ．また，事象 Aと事象 B は独立であるかどうかを判定せよ．

4 ある試薬を用いるとガン患者の 90%に対して陽性反応を示し，ガンでない人にも 5%の確率で陽性反応を
示してしまうという．病院にいる患者の 1%はガン患者である．
a) 　病院にいる患者全員に試薬を使って検査をしたとするとき，下の一覧表を完成させよ．

PPPPPPPP試薬
ガン 有 無 計

陽性 % % %

陰性 % % %

計 % % 100 %

b) 病院にいる患者から無作為に選んで試薬を用いたとき，陽性反応を示し他人が実際にガン患者である確率を
求めよ．
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5 事象 A, B について P.A/ D
1
5
， P.B/ D

1
2
， P.A [ B/ D

3
5
が成り立つとき， P.A \ B/および PA.B/

を求めよ．

6 2個のさいころを同時に投げる． 2個のさいころの目のどちらかが偶数であることがわかっているとき，両
方の目が偶数である確率を求めよ．

7 1組 52枚のトランプから 1枚引くとき，次の 3つの事象のうち，どの 2つが独立であるか，従属であるか．
A: そのカードがハートである
B: そのカードが絵札である
C: そのカードがハートのキングまたはダイヤのキングである

8 次の確率変数 X の確率分布を求め，その期待値と分散を求めよ．
a) 4枚の硬貨を同時に投げるとき，表の出る枚数 X

b) 2個のさいころを同時に投げるとき，出る目の差の絶対値 X

c) 赤玉 4個と白玉 3個が入っている袋の中から， 1個ずつ 3回続けて玉を取り出すとき，赤玉の出た回数 X

（ただし，取り出した玉は元に戻さないものとする．）

9 50円硬貨 1枚と 100円硬貨 1枚を同時に投げるとき，表の出た硬貨の金額の和を X とする． X の期待値
と標準偏差を求めよ．

10 a， b は定数で， a > 0とする．確率変数 X の期待値が 5，分散が 100であるとき， 1次式 Y D aX C b

で定められる確率変数 Y の期待値が 0，分散が 1となるように， a， b の値を定めよ．

11 二つの確率変数 X， Y に対して，共分散と呼ばれる値 Cov.X; Y / が定義され， Cov.X; Y / D E.XY / �

E.X/E.Y /が成り立つ．二つの確率変数X， Y に対して Cov.X; Y / D 0であれば， V.X CY / D V.X/CV.Y /

が成り立つことを証明せよ．［ヒント： V.X C Y / D E
�
.X C Y /2

�
�

�
E.X/ C E.Y /

�2 であることを用いるとよい．］

12 1個のさいころと 2枚の硬貨を投げるとき，さいころの出る目の数に表の出た硬貨の枚数を乗じたものを得
点 X とする． X の期待値を求めよ．

13 ある製品を製造する際に不良品が出る確率は 0:05 であるという．製品 1000 個中の不良品の個数を X と
する．

a) 確率変数 X は二項分布に従う．その分布を B.n; p/の形に表せ．
b) X の期待値，標準偏差を求めよ．

14 袋の中に 3個の白玉と 5個の黒玉が入っている．この袋から 4個の玉を同時に取り出すとき，その中に含ま
れる白玉の個数を X とする．また，この袋から玉を 1個取り出してはもとに戻すことを 4回繰り返すとき，白
玉の出る回数を Y とする．
a) X の確率分布，期待値，分散を求めよ．
b) Y の期待値，分散を求めよ．

15 原点O から出発して，数直線上を動く点 P がある．さいころを投げて， 3の倍数の目が出たら P はC2だ
け移動し，そうでなければ �1だけ移動する．サイコロを 6回投げ終わったとき， 3の倍数の目が出た回数を X

とし， P の座標を Y とする．
a) X は二項分布に従う．その分布を B.n; p/の形で表し， X の期待値，分散，標準偏差を求めよ．
b) X と Y の関係を式で表せ．
c) Y の期待値，分散，標準偏差を求めよ．
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